
 

 

 気象庁の発表によると今年の夏の日本の平均気温は平年と比べて 

2.36 度高く、気象庁が 1898 年に統計を取り始めてから最も高くな 

りました。これまで最も高かった去年とおととしを大幅に上回って 

いて、今年の夏は「異常な高温」だったとしています。 

 9 月に入っても気温の高い日が続き体調を崩した人もいるのでは 

ないでしょうか？ 

 卒業学年の人はこれから就職試験や入学試験のシーズンに入ります。 

体調を整えていきましょう。 

 

             現代はストレスの多い社会と言われ、ほと 

            んどの人が何らかの悩みを抱えて生きていま 

            す。特に思春期を迎えた皆さんは、体のこと、 

            心のこと、人間関係のこと、将来のこと様々 

            な悩みを抱えていることでしょう。 

また、特に理由はなくとも、気力がわいてこない人もいるかもしれま 

せん。 

 こうしたときは、一人で抱えこまないで、保健室にあなたの声を聴か 

せて下さい。 

 

 

 

 

  7 月～10 月は一年の中で台風などの大雨による災害が多くなる時期。 

 正しい知識と行動で、自分の命を守れるようにしましょう。 

  

   危険をあらかじめ知り、早めの避難をするために 

1 気象情報やハザードマップで避難先を確認しておく。 
日頃からハザードマップを見て、土砂災害警戒区域や浸水想定区域

等危険な場所や避難経路を確認しておく。 
2 早めの避難を心がける。 

夜間に警報の可能性が高いと思われる場合や避難行動に支援を必要
とする人は、早めの避難を心がける。 

3 安全確保の行動をとる。 
避難しようとするとかえって命に危険が及ぶ場合は、崖や沢から離

れた 2階以上の部屋に移動するなど、少しでも命が助かる可能性が高
い場所に移動するなどの安全確保行動をとる。 
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